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の文章が四弘誓願の日本におけるもっとも早い用例とされる。四弘誓願は『摩訶止観』 （巻第五上、巻第十下） 、 『心地観経』 （巻第七） 、 『大方広仏華厳経疏』 （巻第五十一）などに説かれる。
　　　
一「衆生無辺誓願度」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「 「誓度一切衆生」 （ 『心地観経』 ）
　　
二「煩悩無数（量）誓願断」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「誓断一切煩悩」 （ 『心地観経』 ）
　　
三「法門無量（尽）誓願知」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「誓学一切法門」 （ 『心地観経』 ）
　　






































































前々項（ 「法門ハ无尽くナレドモ」 ）に同じく四弘誓願の三、 「誓学一切法門」
（ 『心地観経』 ） 。236一切衆ヲ度セム
　
























































































































































































































































































































































































































































































































　（㊳帝釈天の頂は高く尊いというのに、野干（野ギツネ）のために高座を作って法を問うた。転輪聖王の勢いは高いというのに、仙人に仕えて自ら足を乗せる台にもなって、 『法華経』の教えを求めた。また云う。雪山に身を投げた者はたった半偈の法を求めるためであり、香城に身を売った者はたった一句の法を求める めであった。また云う。福徳の菩薩は龍宮で『華厳経』に遭い、智慧の羅漢は霊山で『法華経』を いた。 ）　私たちは無量劫の昔から、大乗の名を聞かず ついに聞く事を願わなかった。たまたま聞くことがあっても、











































































































































































に喩えている。 「何等をか名づけて秘密の蔵と為す。猶し伊字の三点の如し 若し並べば則 伊を成 ず。縦も亦成さず。摩醯首羅の面上の三目の如くにして、乃ち伊の三点を成すことを得」 （北本『涅槃経』巻第二、寿命品） 。255四徳
　『涅槃経』に説かれる大般涅槃（釈尊の入滅）の四つの徳（常・楽・我・浄） 。 「世間にも亦常・楽・























































































































































































































































































































































































































































































































































































標題「慰誘言」 。 「大旦主」を称賛する詞章。 「慰誘」の仏典の例は「復妓女を増して、以て之を娯





























を憎まず、怨みをいだかない。 （㊴何も持たないことをもって憂いわずらいとせず、持てることをもって喜びとしない。 ）仏法に向かい申しあげる時には、須達、祇陀、末利夫人、勝鬘夫人等のようである。 （具さには言わない、二人 上げればよい。 ）親に仕え／孝行し／申し上げる時には、曽参、丁蘭のようである。善財童子が法を
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求めるように、教えをひろめることを軽んじないようにする。 （㊵八風に心をあおられて動揺してはいけない。 ）（明珠をもって旦主の心に喩えるべし。聖行を旦主の行にたとえるべし。 ）一つの言葉を言うときには、千里の者たちがこれに応じる。一つの行動を起こす きには、四方の隣人がなごやいで通じ合う。他の者を害することなく、麒麟に角があっても決して突かないようである。物を損なうことは く、孔丘が剣を佩いても打つことはないようである。善を見てはねんごろに学び行おうと思い、悪を聞いては早く避けようと思う。旦主は国家の人寶、村里の甘い泉である。　【㊶天は、善い人を生み、その徳は人の情にかなっている。 （㊷しかしあやしまれることには、鳳皇（凰）の鳥がその辺りに翔らず 紫雲はそのところに立たない。その行と教にそむくことはない。春の花が一切の者に
愛め
で













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は供養を受けるに値するような徳は少しもない。蛍が自分を照らすだけの勢いもない。しかし蠅や蚋のような弱い小虫も駿馬の尾に付いて千里を走ることが出来る かずらの細いつるも高い松にからみついて雲天に昇ることができる。そのために、私（某甲）は自分の拙く賤し ことをかえりみずに、三寶を仰ぎ頼 、この法会の加持護念をおこなう。 （㊾
　
私（某甲）は曇光釈子が猛獣を飼い馴らしたというような能力はなく、羅髻仙人が頭上



















聖らは智慧の太陽、行の月でいらっしゃる。弁舌は滝のように流れ、声は天の太鼓のようである。 （一たび唱えると鳥を落とし、再び唱えると魚を躍り上がせる。 ）邪まな者たちは正しい道に帰り、苦しみに沈む輩は浮かぶことができる。こ ように霊妙な聖は往々にしてこの世に存在する。　
私（某甲）は内に智慧のともしびはなく、外に人を導くため 舟の梶がない。暗闇の中にいる者を見ても照




































賢人についていけば功をたてられるという喩えにもとづく。 「騏驎」は一日に千里を走る馬。 「顔淵は篤学なりと雖も、驥尾に附して行ひ益々顕る。 （注）索隠曰く、蒼蝿は驥尾に附して千里に致る。以て顔回の孔子に因りて名を彰す 喩ふ」 （ 『史記』巻第六十、伯夷列伝） 。286蘿薜ノ軽蘿
　
蘿薜はかずら、つる草。かずらでも松に巻きついて万尋の高さに昇ることができるという喩え。











は頂上に禽の巣を宿す」 （ 『法苑珠林』巻第八十四、六度篇禅定部、 『諸経要集』巻第十、六度部
禅定篇）289邯鄲の雀
　
出典未詳。 「鸚鵡のまねというのは、外面的な人まねで本質上のものでな こ を軽蔑したもの。
（中略）この鸚鵡から、 「雀」が連想され、 「邯鄲之歩」が「邯鄲之雀」となったものか」 （中田書
293頁） 。 「邯鄲



























外にこれ声聞なりと現して」 （ 『法華経』巻第四、五百弟子受記品） 。

























































































喚ししや」 （雄略天皇元年三月、前田本訓） 。 「幾廻
イクタヒ
」 （観智院本『類聚名義抄』仏上五一） 。
